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青
梅
市
農
業
委
員
会
と

Ｊ
Ａ
西
東
京
が
共
催
す
る

親
子
農
業
体
験
会
の
田
植

え
が
6
月
18
日
、
同
市
藤

橋
の
天
皇
塚
田
ん
ぼ
で
あ

っ
た
。

　

田
植
え
作
業
に
は
26
組

60
人
ち
か
く
の
親
子
が
参

加
。
農
業
委
員
や
Ｊ
Ａ
職

員
30
人
が
補
助
し
ま
し

た
。
田
ん
ぼ
に
入
っ
た
参

加
者
は
一
列
に
並
び
キ
ヌ

ヒ
カ
リ
の
苗
を
３
本
ぐ
ら

い
ず
つ
手
に
取
り
植
え
込

ん
だ
＝
写
真
。

　

秋
に
は
黄
金
色
の
田
ん

ぼ
で
稲
刈
り
と
は
ざ
か
け

作
業
を
体
験
す
る
。
田

ん
ぼ
は
約
７
ア
ー
ル
で
、

２
０
０
㌔
余
り
の
収
穫
を

青
梅
市
で
親
子
農
業
体
験
会

田
植
え
に
26
組
60
人
が
参
加

見
込
ん
で
お
り
、
収
穫
し

た
米
は
脱
穀
、
精
米
し
、

参
加
者
の
も
と
へ
届
け
ら

れ
る
。　

　

作
業
に
先
立
ち
加
藤
仁

志
農
業
委
員
会
会
長
は

「
干
ば
つ
、
大
雨
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
３
年

間
田
植
え
体
験
が
で
き
な

か
っ
た
が
、
今
日
は
作
業

を
通
し
収
穫
の
喜
び
を
感

じ
て
ほ
し
い
」
と
呼
び
掛

け
た
。

　

野
﨑
啓
太
郎
組
合
長

は
「
世
界
的
に
穀
物
価
格

が
高
騰
し
て
い
る
が
、
日

本
に
は
お
い
し
い
米
が
い

っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
米
の

生
産
過
程
を
知
り
、
食
の

大
切
さ
を
学
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
訴
え
た
。　

■
今
号
の
「
父
の
背
中
」

の
連
載
は
休
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
編
集
部
）

80 周年の節目を刻み、
新たな１歩を踏み出し
た会員たち 郷土愛を柱に地域発展に多大な功績

　

青
梅
市
の
和
楽
路
会
（
小
峯
國
男
会
長
、
会
員
数
約
85
人
）
の
創
立
80
周
年
記

念
式
典
が
６
月
14
日
、
同
市
野
上
町
の
霞
共
益
会
館
で
あ
っ
た
。
会
員
と
来
賓
合

わ
せ
て
90
人
ほ
ど
が
出
席
し
、
歴
史
に
思
い
を
寄
せ
、
新
た
な
歩
み
に
向
け
決
意

を
共
に
し
た
。

　

同
会
は
太
平
洋
戦
争
開

戦
１
カ
月
前
の
１
９
４
１

（
昭
和
16
）
年
11
月
に
結

成
さ
れ
た
。
77
年
に
は
若

手
で
組
織
す
る
第
２
和
楽

路
会
が
発
足
。
郷
土
愛
を

柱
に
東
部
の
旧
霞
地
域
で

地
域
活
性
化
と
会
員
相
互

の
親
睦
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
市
政
、
国
政
な
ど
政

治
に
も
高
い
関
心
を
寄

せ
、有
言
実
行
を
貫
い
た
。

　

式
辞
で
小
峯
会
長
は

「
霞
地
区
で
生
ま
れ
育
っ

た
人
た
ち
が
一
生
懸
命
地

域
発
展
の
た
め
に
取
り
組

ん
だ
か
ら
こ
そ
80
周
年
の

節
目
を
迎
え

ら
れ
た
。
今

後
も
社
会
基

盤
の
整
備
な

ど
青
梅
市
発

展
の
元
に
な

る
事
業
の
実

現
に
み
ん
な

で
声
を
上

円
を
寄
付
し
た
。

　

記
念
式
典
に
先
立
ち

２
０
２
２
年
度
定
期
総
会

が
行
わ
れ
、
役
員
改
選

で
、
新
会
長
に
数
野
國
明

さ
ん
、
副
会
長
に
関
塚
博

美
さ
ん
、塩
野
旦
巳
さ
ん
、

監
事
に
中
村
經
男
さ
ん
、

舘
盛
和
さ
ん
が
就
い
た
。

新
入
会
員
16
人
も
紹
介
さ

れ
た
。

　

席
上
、
舘
さ
ん
が
20
年

度
叙
勲
で
旭
日
小
綬
章

を
、
関
塚
聡
明
さ
ん
が
21

年
度
内
田
農
業
功
労
章
で

紫
綬
功
労
賞
を
受
章
し
た

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

げ
、推
進
し
て
い
き
た
い
」

と
訴
え
た
。

　

来
賓
で
森
村
隆
行
都

議
、井
上
信
治
衆
院
議
員
、

野
村
有
信
元
都
議
の
両
秘

書
、
野
﨑
啓
太
郎
Ｊ
Ａ
西

東
京
組
合
長
が
祝
辞
を
述

べ
、
同
会
の
果
た
し
た
功

績
を
称
え
た
。
浜
中
啓
一

青
梅
市
長
か
ら
は
祝
福
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。

　

記
念
事
業
と
し
て
記
念

誌
を
発
刊
し
た
ほ
か
、
親

を
亡
く
し
た
子
ど
も
た
ち

に
奨
学
金
、
教
育
支
援
な

ど
を
行
う
あ
し
な
が
育
英

会
（
千
代
田
区
）
に
10
万

創立 80周年を祝う　和楽路会

式辞を述べる小峯会長

小峯会長から数野新会長にバトン継ぐ
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令和4年7月の営業
< 月曜日を除く全日>
ご昼食（11時～15時受付）
ご夕食（前日迄のご予約制・土日祝は当日可）（17時～19時受付・21時閉店）
< 月曜日> 
ご昼食のみの営業（11時～15時受付）
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令和4年7月の営業
< 月曜日を除く全日> ご昼食（11 時～15 時受付）
   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）
< 月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休（8月は火曜日のみ定休）
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   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）

令和4年7月の営業
< 月曜日を除く全日> ご昼食（11 時～15 時受付）
   ご夕食（前日迄のご予約制）（17時～19時受付・21時閉店）
< 月曜日>  ご昼食のみの営業（11時～15時受付）

定休日：毎週火曜日、および水曜日は不定休

定休日：
毎週火曜日、および
水曜日は不定休

※新型コロナウイルスの感染状況等により、
今後も営業内容を変更させていただく場合
がございます。　　　　　　　　　　　　

☎0428‐30‐1661
青梅市藤橋2－32
☎0428‐30‐1661
青梅市藤橋2－32
☎0428‐30‐1661
青梅市藤橋2－32

定休日：
毎週火曜日、および毎週火曜日、および
水曜日は不定休

令和4年7月の営業
< 月曜日を除く全日>
ご昼食（11 時～15 時受付）
ご夕食（前日迄のご予約制）
（17時～19時受付・21時閉店）
＜月曜日＞
ご昼食のみ営業（11時～15時受付）

お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。

新会長の数野國明さん、副会長の関塚博美さん、塩野
旦巳さん、監事の中村經男さん、舘盛和さん（右から）


